
姫路機械金属工業会事務局 〒670-8505 兵庫県姫路市下寺町43 姫路商工会議所内
＜TEL＞079-223-6555 ＜FAX＞079-222-6005 ＜MAIL＞kougyou@himeji-cci.or.jp

本講座は、生産管理・生産技術に携わる中堅管理・監督者及びスタッフに

必要な資質の向上をはかることを目的とした、現場指導に重点をおいた講座です。

ぜひ、研修生の派遣をご検討いただきますようご案内申し上げます。

日 時 2023年

7月7日（金）～12月22日（金）

姫路商工会議所会議室 および研修生派遣企業 ほか

研修に参加した
ことで、本人だ
けでなく周りの
従業員も意識が

変わった

他社の改善事例
をヒントに、
改善をさらに
進めることが

できた

社内では
経験できない
緊張感や達成感
を味わうことで
成長できた

同業種、異業種
の景気動向・
情報交換・
人脈作りに
役立った

中小企業では
長期的な研修を
独自で行うこと
が難しいので、
助かっている

このような企業におすすめです！
☞品質不良低減、コスト低減、生産性向上を行いたい
☞生産現場を改善したいけれど、なかなか活動が進まない
☞客観的な目線で自社の生産現場を把握したい

全18日間

毎週原則金曜日
各9時～17時

会 場

対 象 中間管理者・監督者・生産技術・管理スタッフ

受講料 150,000円／人（税込）※振込手数料は各社にてご負担ください。

※受講料の返金は致しかねますので、予めご了承ください。

定員

20名
（原則として1工場1名）

申 込
方 法

お申込書と詳しいカリキュラムのお取り寄せをご希望の方は、裏面に必要事項をご記入の上、
FAXにて送付ください。確認後、担当者よりMAILにて資料送付いたします。

申込先

主催：姫路機械金属工業会 後援：姫路商工会議所



①工場管理者の役割と改善の基礎を学ぶ

②生産管理の手法を演習に交え、実践に生かせる見方を学ぶ

③講師指導のもと「現場改善計画」を策定し、自社で実践的に改善活動を行う

多様な業種の企業様から派遣をいただいており、現場改善に関する課題を抱える企業の現場力や生産性の

向上をサポートしています。

コースの流れ

姫路機械金属工業会事務局行 FAX：079-222-6005（MAIL： kougyou@himeji-cci.or.jp）
※ご記入頂いた情報は、各種連絡・情報提供のために利用するほか、参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。
資料をMAILで送付させていただきますので必ず、メールアドレスのご記入をお願いいたします。

POINT

姫路機械金属工業会 第 50期工場改善研修講座 資料請求（カリキュラム・申込用紙） 申込書 

事業所名  

所在地 〒 

ご担当者様 

情報 

（役職）   

（氏名）  

（ＭＡＩＬ） 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

 



会場 内　容　 時　間 講　師

2023 7 7 金 605会議室

開講式・オリエンテーション

生産活動の基礎、職場の課題発見

                     （机上講習）

◆開講式・オリエンテーション

◆生産活動の基礎知識を学ぶとともに、ムダに気付き、問題の本質を捉え、対策を実行するまでの手順を学ぶ

◆改善の過程で必要な、アイデア創造手法、問題整理手法、問題分析手法などを習得する

  9：00～10：00　開講式・事例発表

10：00～12：00　オリエンテーション

13：00～17：00  机上講習

山下講師

14 金 603会議室

生産活動の基礎、職場の課題発見

５Ｓと見える化

                    （机上講習）

◆生産活動の基礎知識を学ぶとともに、ムダに気付き、問題の本質を捉え、対策を実行するまでの手順を学ぶ

◆改善の過程で必要な、アイデア創造手法、問題整理手法、問題分析手法などを習得する

◆５Ｓは改善を進めるためのベース作り。５Ｓ活動の進め方、定着の方法と併せ、５Ｓ活動を通して職場のムダ発見等

を学ぶ

◆見える化の必要性と進め方を学ぶ

9：00～17：00

　生産活動の基礎、職場の課題発見

　５Ｓと見える化

山下講師

21 金 602会議室

28 金 603会議室

8 4 金 603会議室

18 金

25 金 603会議室
「品質・コスト・納期」の改善の進め方

　　　　　　　　　　（机上講習）
◆パソコンを使ってデータ分析手法を学ぶ

9：00～17：00

　パソコンを使ったデータ分析
酒井講師

9 1 金 603会議室
作業改善分析技法演習

　　　　　　　　　　（机上講習）

座学及び机上演習等を通じて作業分析（ＩＥ）技法を習得する

◆ 工程分析 ◆ 動作分析 ◆ 稼働分析 ◆ 時間研究
9：00～17：00 井口講師

8 金 603会議室
作業設備を安全に使いこなす知識

　　　　　　　　　　（机上講習）

◆人間の注意力には限界がある。だからこそ、安全を確保する仕組みを機械側に構築すべきである。機械安全化の基本

的な考え方を学ぶ。

9：00～17：00

　機械安全とリスクアセスメントの基本

15 金 603会議室
自動化とロボット導入のヒント

　　　　　　　　　　（机上講習）

◆自動化やロボット導入には、徹底的な現状把握が不可欠である。ケーススタディを通じて、人と環境にやさしい生産シス

テムのあり方を理解し、さらにそのヒントを学ぶ。

9：00～17：00

　自動化とロボット

22 金

29 金 603会議室

改善計画レビュー

巡回指導事前準備

　　　　　　　　　　（机上講習）

◆進捗状況をグループ内で発表し、相互にアドバイスを行い、取組テーマの内容を充実させる

◆改善成果発表資料の作成方法を学ぶ

◆巡回指導の実施要領について理解する

9：00～17：00

　進捗状況発表、発表資料作成の進め方

酒井講師

田島講師

西田講師

10 6 金

13 金

20 金

27 金

11 10 金

17 金

24 金

12 1 金

8 金

15 金

22 金 605会議室
9：00～16：00　改善成果発表大会

16：00～17：00　修了式
-

※　上記内容は変更になる場合があります。 計18日間

【改善成果発表に向けた準備期間】

※予備日（自習）

603会議室
改善成果発表大会の準備

                      （資料作成）

9：00～17：00

　発表資料作成、リハーサル
-

改善成果発表大会、修了式

「品質・コスト・納期」の改善の進め方

　　　　　　　　　　（机上講習）

◆工場や職場の改善課題を「品質(Ｑ)・コスト(Ｃ)・納期(Ｄ)」の切り口から見つけ改善する方法を学ぶ。Ｑ・Ｃ・Ｄの

関連性、それぞれの視点からの一般的な問題点と課題、その対策について、事例や演習を通して習得する

9：00～17：00

　「品質・コスト・納期」の改善の進め方
酒井講師

【巡回指導に向けた準備期間】

研修生

派遣企業

改善対象職場における巡回指導と工場見学

(テーマ進捗確認と問題点の摘出指導)

　　　　　　　　　　（研修生派遣企業）

【巡回指導に向けた準備期間】

田島講師

◆改善テーマの実態を共に理解したメンバーが、講師の指導のもとで様々な角度から意見を出し合い、改善テーマをレベ

ルアップするとともに、視野を広げ改善の実践力を高める

◆他社の職場に身近に接し自社の参考となる点を見つける

9：00～17：00

　巡回指導

酒井講師

田島講師

西田講師

第５０期工場改善研修講座　カリキュラム

月　日

12 水
601会議室

604会議室
研修生・上司・講師による３者面談

◆研修生と上司の間で、取組テーマの候補と問題点や課題について理解を共有し、講師と協議して適切な取組テーマと

進め方を明確にする

各社ごとに時間の調整をさせていただきます。

１人３０分。

酒井講師

田島講師

西田講師



【企業名】

【代表者】役職名・氏名

【所在地】〒

TEL    　　　　        （　　　　　　　） FAX   　　　　        （　　　　　　　）

【研修生の上司】部署名・役職名 氏名

E-mail

製造品目

勤務先の工場名・所在地

TEL   　　　　        （　　　　　　　） FAX   　　　　        （　　　　　　　）

E-mail

部署名・役職名

雇用保険被保険者番号 － －

【パソコンの準備】　改善成果発表における発表資料などの作成の際にはパソコンが必要となります。

　必ず各社でご準備をお願いするとともに右側へ✓を入れてください。 パソコンを準備いたします。

特

記 □
姫路機械金属工業会事務局　行　Fax:079-222-6005

※ご記入頂いた情報は、姫路機械金属工業会事務局からの各種連絡・情報提供のために利用するほか

　当研修講座参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。

※お申込み後、雇用保険被保険者番号の写しを別途ご提出いただきます。

姫路機械金属工業会

生年月日（年齢）

　　　     　　年　　     　   月　　        　日生（　　        　歳）

2023年度　第50期　工場改善研修講座　申込書

企

　

業

　

情

　

報

2023年　  　　　　月　　　　  　日

研

　

修

　

生

〒

氏名（ふりがな）

最終学歴（○をつけてください）

資本金　　　　　   　　　　　万円 常用労働者数　　　　　                                                  名

中卒・高卒・短大卒・大卒(院卒も含む）
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